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　これまでに議会でも取り上げられ、全国的にも学校で熱中症になる子どもも多く、死亡事故も発生
したことから課題となっていた「小中学校のエアコン」。今回、町内全ての小中学校の普通教室にエ
アコンを設置することとし、その費用について補正予算が提出され、可決となった。

小・中学校空調設備設置工事のため、
1億230万円の増額補正を可決！

平成30年12月定例会

子ども議会でも…

小中学校の空調設備設置状況は？

補正予算質疑・要望

　エアコンを普通教室にもつけてほしい。せめて、音楽室か
３階多目的室につけてもらいたい。２・３階は朝から30度以
上あり、１日いたら具合が悪くなる。

夏場、校舎全体の気温が非常に高く、とてもつらい状況。特
に３階は朝８時過ぎの時点で30度を超えていることがほとん
ど。各教室に、クーラーを１台ずつ設置してもらえないか。平成29年子ども議会

17番　目黒絵理議員
平成30年子ども議会
12番� 目黒心咲己議員

　福島県内の小中学校における空調設備の設置状況は、65.1％
で全国でも14番目に高い設置率。しかし、両沼地方７町村をみ
てみると、普通教室に設置しているのは２町村のみ。会津地方
が空調設備の整備が非常に遅れている現状。

小中学校空調設備設置状況（都道府県別）

（文部科学省より、2017年4月1日現在）
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　　　空調設備について、１教室に１つ設置を
する予定か？また普通教室・特別教室・そ

の他教室があるが、どこまで整備を考えているか。
　　　　１教室に２～３台の設置を予定。普通教

室については現在整備されていないため、
全教室に整備予定。特別教室及びその他教室につ
いては、すでに一部整備されており、各学校の要
望を踏まえた上で、学校毎に検討し整備をしてい
きたいと考えている。

Q

A

要望 	12月の議会定例会で相当数の自治体が議案
審議をしており、各自治体が一斉に発注をするこ
とが予想される。暑くなる前の６月中には設置が
終わるよう、機械や業者の確保を進めてほしい。

普通教室　空調設備設置状況（両沼管内市町村別、県内地方別）

市町村名 普通教室
保有室数 設置室数 設置率

柳 津 町 17 0 0.0%
会津坂下町 47 0 0.0%
会津美里町 79 2 2.5%
湯 川 村 18 7 38.9%
三 島 町 10 0 0.0%
金 山 町 12 0 0.0%
昭 和 村 9 0 0.0%

保有室数 設置室数 設置率
会　津 1,033 59 5.7%
中通り 4,098 4,091 99.8%
浜通り 1,553 269 17.3%
（文部科学省より、2018年9月1日現在）
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特 集

すぐに事業に着手し、設置する順番に
ついても優先順位を見極めて進めていく
こと！
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議 案 審 議

【
平
成
30
年
度

柳
津
町
一
般
会
計
補
正
予
算
】

「
頑
張
れ
子
育
て
応
援
金
」
の
支

給
時
期
変
更
に
伴
い
、
歳
出
の
民

生
費
・
児
童
福
祉
費
を
１
５
３
万

円
増
額
補
正
。

【
平
成
30
年
度

柳
津
町
一
般
会
計
補
正
予
算
】

高
齢
者
給
食
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

が
増
え
た
た
め
、
歳
出
の
民
生

費
・
社
会
福
祉
費
を
７
万
１
千
円

増
額
補
正
。

12月定例会審議議案　－主な議案－

平成３０年第４回１２月定例会が、１２月１２日から１４日までの３日間の会期で行
われました。今回の定例会では、平成３０年度補正予算や柳津町振興計画基本計画の変
更、条例の改正、工事請負契約の変更など１５議案が審議され、原案どおり可決・同意
されました。

「
頑
張
れ
子
育
て
応
援
金
」
支
給
時
期

変
更
に
伴
い
１
５
３
万
円
の
増
額
補
正

大
成
沢
・
芋
小
屋
・
胄
中
給
水
区

渇
水
対
策
の
た
め
の
専
決
補
正
を
承
認

高
齢
者
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

利
用
者
増
の
た
め
７
万
１
千
円
の
増
額
補
正

補正予算

専決承認

補正予算

【
専
決
処
分
の
承
認
】

　

地
方
自
治
法
第
１
７
９
条
第
１

項
の
規
定
に
よ
り
、「
平
成
30
年

度
柳
津
町
一
般
会
計
補
正
予
算
」

及
び
「
平
成
30
年
度
柳
津
町
簡
易

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
」

に
つ
い
て
専
決
処
分
し
、
そ
の
内

容
に
つ
い
て
承
認
。

町
で
は
子
育
て
を
応
援
す
る
た

め
、○

出
産
時　
　
　

➡
７
万
円

○
小
学
校
入
学
時
➡
３
万
円

○
中
学
校
入
学
時
➡
５
万
円

の
祝
金
を
支
給
し
て
い
る
。

そ
の
う
ち
小
学
校
・
中
学
校
入

学
時
の
祝
金
に
つ
い
て
、
４
月
に

支
給
し
て
い
た
も
の
を
３
月
に
支

給
時
期
を
変
更
。
そ
う
す
る
こ
と

で
、
入
学
時
に
必
要
な
学
用
品
等

の
購
入
に
祝
金
を
つ
か
う
こ
と
が

で
き
る
。

【高齢者給食
サービス】

［利用者数］
6名

［配達回数］
1～5回／週
［自己負担］
半額（300円）

平成３１年４月
入学予定者数

小学生 … ２１名
中学生 … ３２名

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
に
対

し
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
訪
問

に
よ
り
安
否
を
確
認
す
る
事
業
。

　

大
成
沢
・
芋
小
屋
・
胄
中
給
水

区
は
、
以
前
か
ら
お
盆
の
帰
省
な

ど
人
口
が
増
え
る
時
期
に
水
の
供

給
が
間
に
合
わ
な
い
状
況
で
あ
っ

た
が
、
今
年
度
は
６
月
か
ら
雨
量

が
少
な
か
っ
た
た
め
通
常
で
も
大

成
沢
水
源
の
水
量
が
不
足
し
、
７

月
か
ら
は
大
成
沢
配
水
地
に
給
水

作
業
を
実
施
し
、
対
応
し
て
き
た
。

10
月
以
降
も
十
分
な
水
量
が
見
込

め
ず
、
ま
た
冬
期
間
は
配
水
地
へ

の
給
水
作
業
が
厳
し
い
こ
と
な
ど

か
ら
、
暫
定
水
源
か
ら
給
水
す
る

た
め
の
緊
急
的
な
整
備
を
行
う
こ

と
と
な
っ
た
。

専決処分とは？
　本来は議会の議決・決定を経なければならない事項を、
自治体の長（町長）が代わって処分すること。

○地方自治法第179条に基づく専決処分
…特に緊急を要すると認めること（予算等）など
○地方自治法第180条に基づく専決処分
…軽易な事項（損害賠償に係わる和解）など

◆
議
会
か
ら
の
要
望
◆

　
今
回
の
整
備
は
あ
く
ま
で
暫
定
。

現
水
源
を
改
良
す
る
こ
と
が
難
し

い
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
早
急
に

新
た
な
水
源
を
確
保
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
。



44

議 案 審 議

こんなことを決めました　―審議一覧―
【12月定例会】
議案第82号 専決処分の承認を求めることについて 原案可決
議案第83号 専決処分の承認を求めることについて 原案可決
議案第84号 柳津町税特別措置条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第85号 柳津町振興計画基本計画（平成28年度～平成32年度）の変更について 原案可決
議案第86号 工事請負契約の変更について 原案可決
議案第87号 指定金融機関の変更について 原案可決
議案第88号 福島県市町村総合事務組合規約の変更について 原案可決
議案第89号 平成30年度柳津町一般会計補正予算 原案可決
議案第90号 平成30年度柳津町国民健康保険特別会計補正予算 原案可決
議案第91号 平成30年度柳津町後期高齢者医療特別会計補正予算 原案可決
議案第92号 平成30年度柳津町介護保険特別会計補正予算 原案可決
議案第93号 平成30年度柳津町簡易水道事業特別会計補正予算 原案可決
議案第94号 平成30年度柳津町農業集落排水事業特別会計補正予算 原案可決
議案第95号 平成30年度柳津町下水道事業特別会計補正予算 原案可決
議案第96号 農業委員会委員の任命について 原案同意

（追加議案）
議案第97号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第98号 平成30年度柳津町一般会計補正予算 原案可決
議案第99号 平成30年度柳津町国民健康保険特別会計補正予算 原案可決
議案第100号 平成30年度柳津町後期高齢者医療特別会計補正予算 原案可決
議案第101号 平成30年度柳津町介護保険特別会計補正予算 原案可決
議案第102号 平成30年度柳津町簡易水道事業特別会計補正予算 原案可決
議案第103号 平成30年度柳津町農業集落排水事業特別会計補正予算 原案可決
議案第104号 平成30年度柳津町下水道事業特別会計補正予算 原案可決

●12月定例会補正予算
111111 111

一 般 会 計 44億729万5千円 1億164万1千円

特　

別　

会　

計

土 地 取 得 626万3千円 ―

国
保
事業勘定 5億2,115万6千円 12万8千円
施設勘定 8,790万3千円 21万4千円

後 期 高 齢 5,078万1千円 △26万4千円
介 護 保 険 5億5,901万2千円 2万8千円
簡 易 水 道 3億1,134万9千円 860万4千円
町営スキー場 948万円 ―
農業集落排水 9,165万円 315万1千円
下 水 道 6,670万4千円 105万7千円
簡 易 排 水 255万5千円 ―
林業集落排水 727万4千円 ―
合　　計 61億2,142万2千円 1億1,455万9千円

※	本定例会の補正予算は、職員の人件費、小中学校の
空調設備整備、道路新設改良等に要する補正。

農
業
委
員
会
委
員

の
任
命
同
意

柳
津
町
小
・
中
学
校
校
庭

改
修
工
事
契
約
変
更

人事

工事変更

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
新
た
な
９

名
に
つ
い
て
任
命
同
意
。

［
任　

期
］

　
　
　
11
　
　
　
　
　
　
　

�

　
　
　

［
氏　

名
］

　

○
齋
藤　
　

健
（
藤
）

　

○
戸
倉　

幹
雄
（
安
久
津
）

　

○
芳
賀　

敏
光
（
黒
滝
）

　

○
齋
藤　
　

寛
（
石
神
）

　

○
小
島　

利
則
（
四
ツ
谷
）

　

○
井
関　

健
一
郎
（
久
保
田
）

　

○
猪
俣　

圭
子
（
八
坂
野
）

　

○
横
田　

勝
則
（
八
坂
野
）

　

○
鈴
木　

東
逸
（
大
成
沢
）

【
工
事
請
負
契
約
の
変
更
】

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

［
変
更
後
契
約
金
額
］

　
　
　
　
　
　
　
　

�

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

校
庭
の
線
路
側
の
樹
木
に
つ
い

て
、
老
朽
化
に
伴
い
安
全
面
を
考

慮
し
伐
採
。
そ
こ
に
フ
ェ
ン
ス
を

設
置
し
、
不
審
者
等
の
侵
入
防
止

を
図
る
。1
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一 般 質 問

○水害対策について

水
害
対
策

Q
　

柳
津
町
を
流
れ
る
只
見

川
は
、
２
市
６
町
３
村
を

ま
た
ぐ
阿
賀
野
川
水
系
最
大
の
支

川
。
過
去
に
は
寛
永
８
年
に
「
会

津
の
次
郎
水
」
と
呼
ば
れ
る
大
洪

水
や
、
台
風
に
よ
り
10
メ
ー
ト
ル

以
上
も
の
水
位
の
上
昇
、
平
成
23

年
７
月
の
新
潟
福
島
豪
雨
で
は
町

内
で
も
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
こ

と
は
、
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
。

そ
こ
で
、
２
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
町
の
準
用
河
川
、
普
通
河
川
の

防
災
と
維
持
管
理
に
つ
い
て

②
只
見
川
河
川
整
備
計
画
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て

A
（
町
長
）
①
洪
水
で
の
護

岸
の
決
壊
や
土
砂
堆
積
な

ど
の
確
認
、
被
災
し
た
場
合
に
は

復
旧
工
事
を
行
い
被
災
拡
大
防
止

に
努
め
て
い
る
。
ま
た
地
区
か
ら

の
要
望
を
受
け
、
堆
積
土
砂
の
撤

去
、
雑
木
や
草
の
伐
採
除
草
等
を

行
い
、
維
持
管
理
に
努
め
て
い
る
。

②
麻
生
、
小
椿
、
細
八
地
区
に
つ

い
て
は
予
備
設
計
、
柳
津
地
区
に

つ
い
て
は
詳
細
設
計
が
完
了
し
て

お
り
、
各
地
区
に
お
い
て
説
明
会

を
実
施
し
て
き
た
。
柳
津
地
区
に

お
い
て
は
、
地
域
の
合
意
が
得
ら

れ
た
銀
山
川
上
流
の
両
岸
の
工
事

が
発
注
さ
れ
、
11
月
27
日
に
起
工

式
を
行
っ
た
。
今
後
は
銀
山
川
の

工
事
を
進
め
る
と
と
も
に
、
各
地

区
の
工
事
に
着
手
す
る
予
定
。

Q
　

①
現
在
、
町
で
管
理
す

る
河
川
が
ど
の
く
ら
い
あ

る
か
調
べ
た
ら
、
準
用
河
川
が
27
、

普
通
河
川
が
39
。
実
際
、
ど
の
よ

う
に
管
理
を
し
て
い
る
の
か
。

A
（
建
設
課
長
）
地
区
か
ら

の
情
報
と
町
の
パ
ト
ロ
ー

ル
に
加
え
、
農
林
振
興
班
と
も
情

報
を
共
有
し
な
が
ら
被
災
箇
所
等

を
把
握
し
、
被
災
が
あ
れ
ば
対
応

し
て
い
る
状
況
。

Q
　

①
河
川
台
帳
に
は
、
河

川
の
位
置
や
水
系
名
、
指

定
区
間
延
長
、
普
通
河
川
に
つ
い

て
は
流
域
面
積
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
最
低
で
も
準
用
河

川
の
流
域
面
積
、
そ
し
て
各
河
川

の
始
点
・
終
点
は
台
帳
に
整
備
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
が
。

A
（
建
設
課
長
）
始
点
・
終

点
は
そ
の
場
所
を
調
査
す

れ
ば
記
載
で
き
る
と
思
う
が
、
流

域
面
積
と
な
る
と
広
範
囲
な
測
量

を
実
施
し
な
い
と
で
き
な
い
と
思

う
。
た
だ
し
、
専
門
業
者
等
に
相

談
し
、
図
上
で
流
域
面
積
を
捉
え

る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
思
う
。

Q
　

①
役
場
本
町
か
ら
最
も

近
い
河
川
で
あ
る
竜
蔵
庵

川
は
、
平
成
22
年
に
き
れ
い
に
整

備
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
、
整
備

さ
れ
た
時
と
変
わ
っ
て
い
な
い
か
。

A
（
建
設
課
長
）
コ
ン
ク
リ

ー
ト
施
工
し
た
部
分
に
つ

い
て
は
草
は
生
え
て
い
な
い
が
、

か
ご
マ
ッ
ト
部
分
に
つ
い
て
は
辺

り
の
草
が
繁
茂
し
て
い
る
状
態
。

Q
　

①
せ
っ
か
く
護
岸
を
整

備
し
て
も
、
管
理
が
で
き

て
い
な
い
。
只
見
川
河
口
付
近
は
、

生
態
系
に
配
慮
し
た
多
自
然
型
護

岸
工
事
に
な
っ
て
お
り
、
当
然
緑

化
に
つ
な
が
っ
て
く
る
。
経
年
変

化
に
よ
り
草
木
が
樹
林
化
し
、
害

虫
や
鳥
、
獣
の
住
み
ど
こ
ろ
と
な

り
、
付
近
の
居
住
や
農
地
等
に
害

が
及
ぶ
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
川

底
に
は
泥
や
砂
が
堆
積
し
て
草
木

が
生
え
、
洪
水
の
被
害
拡
大
に
も

つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
い
く
ら
整

備
し
て
も
、
維
持
管
理
さ
れ
て
い

な
け
れ
ば
何
の
役
に
も
立
た
な
い
。

町
管
理
の
河
川
に
つ
い
て
、
泥
上

げ
や
草
刈
り
、
草
木
の
伐
採
等
、

実
施
す
る
つ
も
り
は
あ
る
の
か
。

A
（
町
長
）
実
施
す
る
つ
も

り
は
あ
る
。
来
年
度
の
予

算
に
つ
い
て
も
、
対
処
し
て
い
き

た
い
。

Q
　

②
寺
家
町
側
の
地
盤
沈

下
に
つ
い
て
只
見
川
河
川

整
備
と
は
別
の
問
題
で
は
あ
る
が
、

河
川
整
備
工
事
の
説
明
と
合
わ
せ

て
と
い
う
こ
と
で
、
町
の
担
当
は

誰
か
参
加
し
た
か
。

A
（
町
長
）
私
も
出
て
い
る
。

地
盤
沈
下
も
一
緒
に
や
れ

な
い
か
と
い
う
話
も
あ
っ
た
。
そ

れ
は
ま
ち
づ
く
り
対
策
の
中
で
や

っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
河
川
工
事
に
つ
い
て
は
進

行
さ
せ
て
ほ
し
い
と
お
願
い
を
し

て
、
皆
さ
ん
に
は
納
得
い
た
だ
い

た
と
思
っ
て
、
上
流
の
河
川
工
事

に
着
手
し
た
の
が
現
実
。

Q
　

②
工
事
を
す
る
こ
と
で

観
光
地
と
し
て
の
景
観
は

ど
う
な
の
か
、
ボ
ー
ド
施
工
す
る

な
ら
耐
久
性
は
ど
う
な
の
か
等
に

つ
い
て
説
明
が
一
切
な
い
と
い
う

こ
と
で
、
寺
家
町
の
方
は
納
得
し

て
い
る
形
で
は
な
い
と
思
う
。
町

長
が
町
民
側
に
立
っ
て
、
町
民
の

方
々
に
疑
問
が
あ
れ
ば
ク
リ
ア
し

て
い
か
な
い
と
、
今
後
遺
恨
を
残

す
と
思
っ
て
い
る
。
町
を
代
表
す

る
最
高
権
者
で
あ
る
町
長
が
、
町

民
の
意
見
を
し
っ
か
り
伝
え
る
、

そ
し
て
皆
さ
ん
が
納
得
で
き
る
河

川
工
事
を
や
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
、

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。

A
（
町
長
）
河
川
工
事
で
で

き
な
い
部
分
は
、
県
の
ま

ち
づ
く
り
で
し
っ
か
り
調
査
を
し

な
が
ら
や
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う

話
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
し
っ
か

り
と
し
た
町
民
目
線
で
の
立
場
に

立
っ
て
進
め
て
い
く
。

２番　磯目泰彦議員
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一 般 質 問

○観光地としてのインバウンド
対策について

○有害鳥獣被害の対応策について
５番　田﨑信二議員

観
光
地
と
し
て
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策

Q
　

外
国
人
観
光
客
が
数
年

前
よ
り
年
々
増
加
傾
向
で

あ
る
が
、
課
題
と
さ
れ
て
い
る
受

け
入
れ
体
制
の
整
備
等
は
、
ど
の

よ
う
な
考
え
を
も
っ
て
進
め
ら
れ
、

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
う
。

A
（
町
長
）
県
の
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
受
け
入
れ
体
制
パ
ッ

ケ
ー
ジ
事
業
を
活
用
し
、
事
業
を

展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
。
増
加
す

る
外
国
人
観
光
客
に
対
応
す
る
た

め
外
国
人
観
光
客
誘
客
推
進
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
Ｐ
Ｒ
動
画
や
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
造
成
や
販
売
、

国
際
旅
行
博
や
商
談
会
へ
の
参
加

等
、
こ
の
事
業
で
実
施
し
て
い
る
。

　

受
け
入
れ
体
制
の
整
備
と
し
て

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
た
め
指
さ
し
確
認
表
や
、
災
害

時
の
避
難
方
法
を
記
載
し
た
も
の

を
各
旅
館
へ
配
布
。
今
後
は
、
入

浴
マ
ナ
ー
を
多
言
語
化
し
た
ポ
ス

タ
ー
を
配
布
予
定
。
町
と
し
て
は
、

外
国
人
宿
泊
者
の
増
加
に
対
応
す

る
た
め
、
委
員
会
や
関
係
団
体
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
対
策
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

Q
　

Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
ス
ポ
ッ
ト

が
少
な
く
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
が
使
え
る
お
店
が
少
な
い
。

現
在
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
が
進
ん

で
お
り
、
そ
れ
に
対
応
す
べ
く
、

商
店
や
旅
館
の
方
に
協
力
で
き
る

町
と
し
て
の
考
え
が
あ
る
の
か
。

A
（
地
域
振
興
課
）
外
国
人

観
光
客
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

お
い
て
、
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
の
設
置
希

望
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。
費
用
も

か
か
る
た
め
、
推
進
委
員
会
で
協

議
し
て
い
き
た
い
。

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
対
応
へ
の
支
援
と

な
る
と
、
す
で
に
導
入
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
た
め
、
可
能
か
ど

う
か
慎
重
に
進
め
て
い
き
た
い
。

Q
　

多
言
語
に
対
応
で
き
な

い
原
因
と
し
て
、
考
え
ら

れ
る
こ
と
は
ガ
イ
ド
不
足
が
あ
る
。

例
え
ば
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

活
用
等
を
し
て
は
ど
う
か
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
今
後

協
議
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
推
進
委
員
会
に
お
い
て
、
英
語

で
の
接
客
対
応
講
座
を
開
催
。
今

後
は
中
国
語
や
タ
イ
語
な
ど
の
講

座
を
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Q
　

対
応
２
つ
目
と
し
て
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
型
通
訳
サ
ー

ビ
ス
の
導
入
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

商
工
会
等
に
助
成
を
出
し
貸
し
出

し
す
れ
ば
、
対
応
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
町
が

助
成
す
る
こ
と
が
い
い
の

か
検
討
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
無
料
の
ア
プ
リ
を
利
用

し
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
と
考
え

て
お
り
、
操
作
方
法
の
講
座
等
も

検
討
し
て
い
き
た
い
。

Q
　

観
光
地
で
一
番
必
要
な

の
は
町
の
中
の
案
内
板
で

の
多
言
語
表
記
。
観
光
ス
ポ
ッ
ト

を
案
内
す
る
よ
う
な
こ
と
を
考
え

て
い
な
い
の
か
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
柳
津

駅
の
道
路
向
か
い
の
案
内

表
示
板
は
英
語
。
そ
の
他
に
は
、

町
内
に
設
置
し
て
い
な
い
現
状
。

多
言
語
表
記
の
も
の
が
必
要
と
感

じ
て
い
る
の
で
、
今
後
協
議
し
て

い
き
た
い
。

Q
　

野
生
動
物
の
増
加
が
全

国
的
に
み
ら
れ
、
本
町
に

お
い
て
も
特
に
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る

農
作
物
に
対
す
る
被
害
が
多
く
発

生
し
て
い
る
。
関
係
機
関
の
指
導

や
町
に
よ
る
電
気
柵
等
の
助
成
に

も
関
わ
ら
ず
、
年
々
増
え
て
い
く

傾
向
が
み
ら
れ
る
の
は
ど
の
よ
う

な
こ
と
な
の
か
伺
う
。

A
（
町
長
）
全
国
的
に
被
害

が
拡
大
傾
向
に
あ
り
、
本

町
で
は
特
に
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農

業
被
害
が
拡
大
傾
向
に
あ
る
。
増

加
要
因
と
し
て
は
、
平
均
で
年
間

４
～
５
頭
出
産
す
る
の
に
対
し
、

捕
獲
数
は
少
数
で
あ
る
た
め
と
考

え
ら
れ
る
。
対
策
と
し
て
、
町
で

は
電
気
柵
設
置
や
狩
猟
免
許
取
得

へ
の
補
助
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
に

よ
る
罠
を
設
置
す
る
な
ど
し
て
い

る
が
、
被
害
を
減
少
さ
せ
る
ま
で

に
は
至
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
。

今
後
は
、
イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策
の

先
進
地
へ
の
研
修
等
を
と
お
し
て

捕
獲
技
術
の
向
上
を
図
る
な
ど
、

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
被
害

減
少
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

Q
　

要
望
と
し
て
、
く
く
り

わ
な
、
箱
わ
な
を
増
や
し

て
は
ど
う
か
。
出
没
す
る
と
こ
ろ

は
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
設
置

す
る
に
あ
た
り
地
区
や
猟
友
会
等

の
立
ち
会
い
の
も
と
、
わ
な
等
を

増
や
し
て
対
応
し
て
も
ら
い
た
い
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
箱
わ

な
が
少
な
い
と
感
じ
て
い

る
の
で
、
今
後
協
議
し
て
い
き
た

い
。
設
置
は
免
許
を
も
っ
て
い
な

い
と
で
き
な
い
の
で
、
町
民
の
皆

さ
ん
に
免
許
を
取
得
し
て
も
ら
え

れ
ば
、
地
区
で
の
設
置
も
今
よ
り

容
易
に
な
る
と
感
じ
て
い
る
の
で
、

今
後
対
策
を
進
め
て
い
き
た
い
。

有
害
鳥
獣
被
害
の
対
応
策
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一 般 質 問

９番　田﨑為浩議員

○農福連携について

農
福
連
携

Q
　

農
福
連
携
と
は
、
障
害

者
や
高
齢
者
、
生
活
困
窮

者
等
が
農
業
分
野
で
の
活
躍
を
通

じ
て
、
自
信
や
生
き
が
い
の
創
出
、

社
会
参
画
を
促
す
取
り
組
み
。
農

林
水
産
省
で
は
厚
生
労
働
省
と
連

携
し
、
農
業
と
福
祉
に
お
け
る
双

方
の
課
題
解
決
と
利
益
が
あ
る
取

り
組
み
と
し
て
推
進
し
て
い
る
。

　

本
町
も
農
業
後
継
者
不
足
は
顕

著
で
あ
り
、
併
せ
て
生
活
保
護
者

や
障
害
者
福
祉
、
高
齢
者
の
生
き

が
い
づ
く
り
の
観
点
か
ら
も
、
是

非
と
も
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
て

い
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

A
（
町
長
）
近
年
、
各
地
で

取
り
組
み
が
盛
ん
に
な
っ

て
き
て
お
り
、
障
が
い
者
等
が
希

望
を
も
ち
、
能
力
や
障
害
の
特
性

に
応
じ
て
最
大
限
活
躍
で
き
る
環

境
を
整
備
す
る
た
め
、
福
祉
分
野

と
農
業
分
野
の
連
携
、
推
進
が
な

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
。

　

農
福
連
携
は
、
地
域
に
お
け
る

障
が
い
者
や
生
活
困
窮
者
の
就
労

訓
練
や
雇
用
、
高
齢
者
の
生
き
が

い
な
ど
の
場
と
な
る
だ
け
で
な
く
、

労
働
力
不
足
や
過
疎
化
と
い
っ
た

問
題
を
抱
え
る
農
業
、
農
村
に
と

っ
て
も
働
き
手
の
確
保
や
地
域
農

業
の
維
持
、
地
域
活
性
化
に
も
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、

実
現
す
る
た
め
に
は
指
導
・
支
援

す
る
人
材
や
団
体
の
確
保
、
作
業

の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
施
設
整
備
な
ど

多
く
の
課
題
が
考
え
ら
れ
る
。
現

在
、
障
が
い
者
福
祉
に
携
わ
る
社

会
福
祉
法
人
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
農

業
分
野
に
進
出
し
て
い
る
状
況
で

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
農
福
連
携
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
き
た
い
。

Q
　

65
歳
以
上
の
収
入
が
厳

し
い
状
況
に
な
っ
た
時
、

ち
ょ
っ
と
し
た
小
遣
い
を
稼
ぐ
こ

と
が
自
立
し
た
社
会
生
活
を
送
る

に
は
重
要
な
こ
と
だ
と
い
う
こ
と

で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

活
用
が
叫
ば
れ
て
い
る
。
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
農
作
業
の

委
託
量
、
委
託
内
容
は
。

A
（
町
民
課
長
）
耕
作
、
草

刈
り
、
マ
ル
チ
か
け
、
米

の
運
搬
、
選
果
、
放
射
線
検
査
な

ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
収
入
の
７

割
ぐ
ら
い
が
農
業
で
委
託
さ
れ
て

い
る
状
況
。

Q
　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
農
作
業
従
事
に
対
し

て
の
今
後
の
可
能
性
を
農
家
の
方

に
伺
っ
て
き
た
が
、
シ
ル
バ
ー
人

材
を
使
っ
て
み
た
が
作
業
の
標
準

化
に
至
ら
ず
、
逆
に
二
度
手
間
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
り
で
敬
遠
し
が

ち
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
た
だ
、

規
模
拡
大
を
図
る
た
め
に
は
、
作

業
を
す
る
人
の
確
保
が
必
要
。
き

ち
ん
と
し
た
ス
キ
ル
を
持
っ
て
来

て
も
ら
え
れ
ば
、
別
な
形
で
使
う

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
話
を
聞
い

た
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
、

作
業
に
お
け
る
最
低
限
の
ス
キ
ル

を
指
導
し
て
か
ら
派
遣
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
難
し
い
こ
と
な
の
か
。

A
（
町
民
課
長
）
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
と
相
談
し
、

農
業
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
形
の

訓
練
等
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

Q
　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
に
は
現
在
70
名
弱
が
お

り
、
入
会
の
主
な
動
機
は
生
き
が

い
づ
く
り
や
社
会
参
加
だ
が
、
実

際
の
と
こ
ろ
ほ
と
ん
ど
の
方
が
少

し
で
も
小
遣
い
を
稼
ぎ
た
い
た
め

に
登
録
し
て
い
る
と
伺
っ
た
。
そ

の
人
た
ち
が
き
ち
ん
と
し
た
ス
キ

ル
を
身
に
つ
け
、
よ
り
収
入
を
得

る
方
向
に
持
っ
て
い
く
こ
と
は
、

い
ろ
ん
な
面
で
社
会
コ
ス
ト
の
削

減
に
も
つ
な
が
る
し
、
こ
う
い
っ

た
仕
組
み
づ
く
り
を
ぜ
ひ
や
る
べ

き
だ
と
思
う
。
そ
こ
で
、
Ｊ
Ａ
の

部
会
の
方
が
、
農
閑
期
に
基
本
的

な
技
術
指
導
を
レ
ク
チ
ャ
ー
す
る

こ
と
が
、
マ
ッ
チ
ン
グ
の
成
功
の

鍵
と
な
る
と
思
う
が
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
部
会

の
方
が
も
っ
て
い
る
ス
キ

ル
を
シ
ル
バ
ー
人
材
の
方
に
教
え

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
可
能
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
た
だ
、

指
導
し
て
く
れ
る
方
や
団
体
の
確

保
、
作
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
多

く
の
課
題
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら

を
考
え
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

Q
　

大
阪
府
豊
中
市
は
、
農

業
の
技
術
指
導
を
し
た
引

き
こ
も
り
等
の
若
い
人
を
、
高
知

県
土
佐
市
に
送
り
込
ん
だ
。
そ
の

結
果
、
２
人
に
１
人
は
自
信
を
つ

け
て
農
業
関
係
に
進
ん
で
い
る
と

い
う
実
態
が
あ
る
。
し
っ
か
り
と

し
た
成
功
事
例
が
あ
る
の
だ
か
ら
、

そ
れ
を
町
の
環
境
や
条
件
に
合
わ

せ
て
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
は
、

ゼ
ロ
か
ら
つ
く
る
よ
り
時
間
的
に

も
経
費
的
に
も
短
く
少
な
い
経
費

で
済
む
と
思
う
が
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
当
町

で
実
施
す
る
場
合
に
は
、

農
作
業
の
指
導
や
支
援
を
す
る
人

材
、
団
体
の
確
保
が
必
要
で
あ
り
、

受
け
入
れ
体
制
の
構
築
も
必
要
と

考
え
る
の
で
、
課
題
も
多
い
と
感

じ
て
い
る
。
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一 般 質 問

○人口減少対策について

１番　岩渕清幸議員

人
口
減
少
対
策

Q
　

人
口
減
少
問
題
は
、
町

税
が
伸
び
悩
み
、
地
方
交

付
税
が
減
額
さ
れ
る
昨
今
、
地
方

の
自
治
体
に
と
っ
て
死
活
問
題
に

も
な
り
か
ね
な
い
喫
緊
の
課
題
。

町
の
人
口
は
年
々
70
人
程
度
減
少

し
続
け
て
お
り
、
特
に
若
年
層
の

転
出
が
多
い
た
め
婚
姻
も
少
な
く
、

生
ま
れ
る
子
ど
も
も
少
な
い
と
い

う
ス
パ
イ
ラ
ル
に
陥
っ
て
い
る
。

そ
こ
か
ら
脱
却
す
る
た
め
に
は
、

若
年
層
の
流
出
を
食
い
止
め
、
子

育
て
世
帯
の
移
住
を
促
進
す
る
こ

と
が
不
可
欠
。
そ
こ
で
、
次
の
２

点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
定
住
化
促
進
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
施
策
を
推
進
す
る
の
か
。

②
移
住
促
進
に
つ
い
て
、
Ｕ
タ
ー

ン
、
Ｊ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
を
ど

う
促
進
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、

受
け
入
れ
態
勢
を
ど
う
整
え
て
い

く
の
か
。

A
（
町
長
）
①
町
全
体
で
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
重
要
課
題
と
認
識
し
て
お
り
、

振
興
計
画
に
お
い
て
も
重
点
施
策

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。
具
体

的
な
事
業
と
し
て
は
、
定
住
促
進

住
宅
整
備
事
業
と
し
て
平
成
32
年

度
完
成
を
目
指
し
、
柳
ヶ
丘
地
区

に
４
階
建
、
20
戸
の
敷
地
造
成
を

行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
住
宅
等

の
改
修
、
新
築
、
住
宅
ロ
ー
ン
の

利
子
補
給
等
、
住
環
境
整
備
に
対

す
る
支
援
事
業
を
実
施
。
今
後
も

需
要
を
把
握
し
支
援
を
充
実
さ
せ
、

各
団
体
と
も
連
携
し
な
が
ら
定
住

化
を
促
進
し
て
い
く
。

②
結
婚
支
援
事
業
と
し
て
、
婚
活

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。
ま
た
、
グ
リ

ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
の
都
市
と
の

交
流
事
業
を
と
お
し
て
地
域
活
性

化
、
交
流
人
口
増
加
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
地
域

お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
４
名
を
受

け
入
れ
、
移
住
定
住
に
つ
な
げ
て

い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
ま
た

受
け
入
れ
態
勢
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
住
環
境
整
備
に
加
え
町
内
に

お
い
て
就
業
先
を
確
保
す
る
こ
と

が
重
要
と
認
識
。
農
業
分
野
で
は
、

新
規
就
農
者
に
対
し
国
の
補
助
制

度
が
あ
り
、
町
で
も
上
乗
せ
し
支

援
を
充
実
さ
せ
実
施
し
て
い
る
。

そ
の
他
業
種
で
新
規
に
起
業
す
る

方
に
は
、
創
業
に
伴
う
経
費
に
つ

い
て
支
援
を
実
施
。
ま
た
、
後
継

者
対
策
や
企
業
誘
致
に
つ
い
て
も

支
援
を
行
い
、
町
民
の
雇
用
機
会

拡
大
を
図
る
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
。
今
後
も
支
援
制
度
を
周
知

し
、
情
報
を
収
集
し
な
が
ら
移
住

対
策
を
促
進
し
て
い
く
。

Q
　

通
学
や
就
職
の
た
め
、

多
く
の
若
者
が
町
を
離
れ

て
し
ま
い
、
町
と
し
て
情
報
を
伝

達
す
る
手
段
が
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。
近
年
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
て

情
報
を
発
信
、
受
信
し
て
い
る
現

状
。
就
職
を
そ
ろ
そ
ろ
考
え
る
方

へ
、
募
集
要
項
や
支
援
策
と
い
っ

た
情
報
を
提
供
す
る
た
め
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
で
き
な
い
か
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
個
人

情
報
が
一
番
の
問
題
。
在

学
し
て
い
る
学
生
の
保
護
者
に
対

し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、
情
報

が
欲
し
い
方
に
限
っ
て
は
情
報
提

供
が
で
き
る
か
と
考
え
て
い
る
。

Q
　

町
に
は
、
子
ど
も
を
連

れ
て
１
日
家
族
で
遊
べ
る

施
設
が
な
い
。
足
湯
と
か
芝
生
公

園
と
か
、
利
用
頻
度
が
低
い
と
こ

ろ
を
改
築
し
て
は
ど
う
か
。

A
（
町
民
課
長
）
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
で
、
遊
び
場

の
充
実
を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
。

ま
た
、
旧
給
食
セ
ン
タ
ー
の
跡
地

利
用
も
あ
る
の
で
、
そ
の
中
で
話

を
し
て
い
き
た
い
。

Q
　

移
住
・
交
流
施
設
の
あ

り
方
に
関
す
る
検
討
会
の

方
向
性
と
し
て
、
１
つ
目
が
お
た

め
し
移
住
や
施
設
体
験
と
い
っ
た

「
段
階
的
な
移
住
の
支
援
」。
２
つ

目
が
、
ふ
る
さ
と
サ
ポ
ー
タ
ー
制

度
な
ど
「
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
を

受
け
止
め
る
」。
３
つ
目
が
「
地

域
に
お
け
る
環
境
を
整
え
る
」。

こ
の
３
つ
の
方
向
性
が
示
さ
れ
て

い
る
が
、
町
の
考
え
を
伺
う
。

A
（
総
務
課
長
）「
移
住
支

援
」
で
は
、
久
保
田
地
区

に
お
い
て
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
が

し
っ
か
り
定
着
さ
れ
て
お
り
、
地

域
と
の
交
流
が
つ
な
が
っ
て
い
け

ば
Ｉ
タ
ー
ン
等
の
方
も
出
て
く
る

可
能
性
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
「
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
を
受
け

止
め
る
」
で
は
、
観
光
大
使
を
２

月
か
ら
導
入
す
る
。
一
般
の
方
で

町
に
関
す
る
質
問
に
正
解
す
れ
ば
、

観
光
大
使
と
し
て
認
定
す
る
形
に

な
る
か
と
思
う
。
町
の
応
援
団
に

な
っ
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
町
の
支
援

を
し
て
も
ら
え
た
ら
非
常
に
あ
り

が
た
い
。

　
「
地
域
に
お
け
る
環
境
を
整
え

る
」
で
は
、
受
け
入
れ
る
側
と
入

っ
て
く
る
側
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
う

ま
く
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

定
住
や
Ｉ
タ
ー
ン
等
が
進
ん
で
い

く
。
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
た
め
に

は
、
役
場
の
中
で
も
横
断
的
に
対

応
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

目
玉
に
な
る
施
策
を
考
え
、

こ
こ
は
他
町
村
に
負
け
な
い

と
い
う
よ
う
な
も
の
を
創
設
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と

思
う
の
で
、
ぜ
ひ
検
討
し
て
も
ら

い
た
い
。

要望
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一 般 質 問

今
後
の

「
町
職
員
の
採
用
」

Q
　

町
は
、
職
員
の
「
定
員

管
理
適
正
化
計
画
」
に
基

づ
き
職
員
の
募
集
・
採
用
を
し
て

い
る
が
、
職
員
全
体
の
中
で
の
専

門
職
（
技
能
職
）
の
割
合
が
少
な

い
。
今
後
の
専
門
職
の
採
用
計
画

に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
町
長
）
近
年
、
専
門
の

技
能
職
と
し
て
採
用
し
た

の
は
、
保
健
師
、
看
護
師
、
保
育

士
、
学
芸
員
。
建
築
や
土
木
関
係

の
技
能
職
に
つ
い
て
は
、
一
般
職

員
が
研
修
等
を
行
い
専
門
的
な
知

識
を
習
得
し
た
の
ち
業
務
に
あ
た

っ
て
い
る
。

　

今
後
も
建
築
や
土
木
関
係
の
技

能
職
に
関
し
て
は
、
任
期
付
職
員

や
再
任
用
制
度
を
利
用
し
な
が
ら
、

一
般
職
員
に
専
門
的
な
研
修
等
で

知
識
を
習
得
さ
せ
た
の
ち
、
実
際

の
現
場
で
経
験
を
踏
ま
せ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

Q
　

例
え
ば
土
木
や
建
築
等

に
つ
い
て
は
、
積
算
・
設

計
で
き
る
人
が
い
な
い
体
制
で
や

っ
て
い
る
と
、
工
事
見
積
が
出
て

き
た
時
、
そ
の
ま
ま
の
金
額
・
内

容
で
や
っ
て
い
る
経
過
が
み
ら
れ

る
。
専
門
的
な
知
識
が
あ
れ
ば
、

適
正
な
判
断
が
で
き
る
と
思
う
が
。

○今後の「町職員の採用」について
○「誰もが安全・安心して生活できる

まちづくり」について
３番　伊藤　純議員

A
（
総
務
課
長
）
小
さ
な
町

な
の
で
、
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
も
必
要
だ
と
思
う
が
、
全
て
が

で
き
る
マ
ル
チ
な
職
員
を
育
て
た

ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。

A
（
町
長
）
多
様
な
ニ
ー
ズ

が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
る

中
で
サ
ー
ビ
ス
を
徹
底
し
て
い
く

に
は
、
全
て
の
職
員
に
オ
ー
ル
マ

イ
テ
ィ
ー
に
な
っ
て
も
ら
っ
て
、

町
民
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
る
こ
と
が

一
番
ベ
ス
ト
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ

と
で
人
事
を
行
っ
て
い
る
。

Q
　

美
術
館
に
お
い
て
も
専

門
的
で
、
経
営
や
企
画
も

で
き
る
よ
う
な
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
的

な
人
材
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

A
（
教
育
長
）
い
ろ
い
ろ
な

展
覧
会
の
取
り
組
み
の
中

に
お
い
て
、
他
館
と
の
関
係
づ
く

り
が
大
き
く
影
響
し
て
き
た
と
思

っ
て
い
る
。
も
し
、
国
内
各
美
術

館
等
や
美
術
館
業
界
に
お
け
る
人

脈
を
有
す
る
方
を
外
部
か
ら
招
聘

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
人

脈
を
さ
ら
に
活
用
し
美
術
館
の
質

的
な
向
上
も
図
れ
る
と
考
え
て
い

る
。

Q
　

第
５
次
柳
津
町
振
興
計

画
の
基
本
政
策
の
ひ
と
つ

「
誰
も
が
安
全
で
安
心
し
て
生
活

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
で
、
高
齢

者
単
身
世
帯
や
高
齢
者
の
み
の
世

帯
に
対
し
て
様
々
な
支
援
策
が
方

針
と
し
て
あ
る
が
、
今
後
新
し
い

支
援
対
策
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
。
具
体
的
な
政
策
は

あ
る
か
伺
う
。

A
（
町
長
）
高
齢
者
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

い
き
い
き
し
た
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
平
成
30
年
度
か

ら
３
ヶ
年
を
計
画
期
間
と
し
た

「
第
８
次
柳
津
町
高
齢
者
福
祉
計

画
・
第
７
次
柳
津
町
介
護
保
険
事

業
計
画
」
を
策
定
。
こ
の
計
画
に

そ
っ
て
、
地
域
包
括
ケ
ア
事
業
の

体
制
整
備
や
介
護
予
防
の
一
層
の

推
進
を
進
め
て
い
く
。

　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者

の
み
世
帯
が
地
域
か
ら
孤
立
し
な

い
よ
う
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
や

配
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
状
況
に
応
じ

た
多
様
な
方
法
で
見
守
り
、
声
か

け
事
業
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
の

情
報
を
得
に
く
い
高
齢
者
も
い
る

の
で
、
広
報
や
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
等
に
よ
る
訪
問
を
実
施
し
、

日
常
的
に
相
談
で
き
る
関
係
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
が
中
心
に
な
り
、
住
民
主

体
の
通
い
の
場
の
充
実
な
ど
を
図

り
、
地
域
の
実
態
や
状
況
に
応
じ

た
取
り
組
み
が
行
え
る
よ
う
、
支

援
体
制
の
充
実
に
努
め
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

高
齢
者
が
地
域
の
中
で
、
豊
か

な
経
験
と
知
識
を
生
か
し
て
生
活

し
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
、

健
康
維
持
・
生
き
が
い
づ
く
り
に

な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
地
域

ぐ
る
み
で
見
守
り
が
で
き
る
よ
う

な
包
括
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
。

Q
　

高
齢
者
世
帯
の
方
が
、

子
ど
も
や
孫
と
一
緒
に
生

活
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
安
心
し

て
生
活
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
三

世
代
の
同
居
世
帯
に
新
制
度
を
考

え
て
は
ど
う
か
。
税
の
軽
減
や
、

高
校
生
が
い
れ
ば
交
通
費
の
補
助

な
ど
。

A
（
町
民
課
長
）
地
方
税
に

つ
い
て
は
変
え
る
こ
と
は

難
し
い
と
思
う
の
で
、
別
な
方
法

で
軽
減
で
き
る
よ
う
な
形
が
あ
れ

ば
と
考
え
て
い
る
。

「
誰
も
が
安
全
・

安
心
し
て
生
活
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
」
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一 般 質 問

○投票区の見直しについて

○銀山煙突の維持・管理について

投
票
区
の
見
直
し

Q
　

９
月
定
例
会
に
お
い
て
、

投
票
区
の
見
直
し
に
伴
い

94
万
５
千
円
の
減
額
補
正
を
認
め

た
。
22
か
所
あ
っ
た
投
票
区
が
９

投
票
区
に
減
る
こ
と
に
な
り
、
町

民
が
不
便
を
感
じ
な
い
か
、
投
票

率
の
低
下
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い

か
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ

こ
で
、
福
島
県
知
事
選
挙
の
結
果

を
も
と
に
町
の
評
価
を
伺
う
。

A
（
町
長
）
人
口
減
少
に
よ

り
投
票
所
と
し
て
の
機
能

存
続
が
危
惧
さ
れ
る
こ
と
や
、
期

日
前
投
票
者
数
の
増
加
、
さ
ら
に

は
経
費
削
減
等
を
理
由
に
、
22
の

投
票
区
を
９
投
票
区
に
再
編
し
、

10
月
の
福
島
県
知
事
選
挙
が
再
編

後
の
初
め
て
の
選
挙
と
な
っ
た
。

　

結
果
と
し
て
は
、
町
全
体
で
の

投
票
率
は
70
．
44
％
で
前
回
の
県

知
事
選
挙
と
比
較
す
る
と
マ
イ
ナ

ス
４
．
55
ポ
イ
ン
ト
と
い
う
結
果

で
あ
り
、
県
全
体
で
も
投
票
率
が

低
下
し
た
選
挙
で
あ
っ
た
。

　

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
投
票

所
変
更
に
伴
う
対
応
策
と
し
て
、

無
料
送
迎
バ
ス
を
運
行
。
一
定
の

成
果
が
あ
っ
た
も
の
の
、
帰
り
の

バ
ス
ま
で
の
待
ち
時
間
が
長
か
っ

た
と
い
う
反
省
点
も
あ
っ
た
。
投

票
率
の
低
下
は
町
民
の
関
心
度
等

も
あ
る
が
、
投
票
区
を
減
ら
し
た

こ
と
も
要
因
と
し
て
全
く
な
い
と

は
言
え
な
い
と
、
選
挙
管
理
委
員

会
よ
り
聞
い
て
い
る
。

Q
　

過
疎
化
・
高
齢
化
と
い

っ
た
社
会
的
な
事
情
を
考

慮
す
れ
ば
、
投
票
所
を
減
ら
す
こ

と
は
政
策
的
に
逆
行
す
る
と
い
う

意
見
や
、
経
費
削
減
を
優
先
し
て

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
た
ら
本

末
転
倒
と
い
う
意
見
が
あ
る
が
。

A
（
総
務
課
長
）
投
票
所
の

見
直
し
に
つ
い
て
は
、
人

口
減
少
に
伴
い
投
票
立
会
人
等
の

設
置
が
で
き
な
く
な
る
投
票
所
が

出
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
非
常

に
大
き
い
投
票
所
数
の
減
に
な
っ

た
。
こ
れ
か
ら
も
投
票
率
を
向
上

で
き
る
よ
う
、
ま
し
て
や
高
齢
者

の
方
々
に
投
票
所
に
足
を
運
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

Q
　

町
民
の
負
担
を
少
な
く

し
て
投
票
率
を
上
げ
て
い

く
方
策
と
し
て
、
大
熊
町
で
実
施

し
て
い
る
「
移
動
期
日
前
投
票
」

を
本
町
で
も
導
入
で
き
な
い
か
。

A
（
総
務
課
長
）
ワ
ゴ
ン
車

を
使
っ
て
の
移
動
方
式
の

期
日
前
投
票
。
車
内
を
改
造
し
て

投
票
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
つ
く
り
、

受
付
は
ワ
ゴ
ン
車
の
前
の
簡
易
な

テ
ン
ト
で
実
施
し
て
い
た
。
困
る

の
は
、
雪
や
風
雨
の
場
合
に
受
付

が
簡
易
テ
ン
ト
で
は
難
し
い
こ
と
。

車
の
改
修
費
等
と
受
付
場
所
の
問

題
が
ク
リ
ア
で
き
れ
ば
、
で
き
な

い
こ
と
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

Q
　

未
成
年
者
の
投
票
率
に

つ
い
て
、
19
歳
が
極
端
に

低
い
。
就
職
や
進
学
で
家
か
ら
離

れ
た
た
め
に
投
票
の
機
会
を
逃
し

た
り
、
そ
の
方
法
が
分
か
ら
な
か

っ
た
り
が
考
え
ら
れ
る
。
町
で
取

り
得
る
対
策
は
あ
る
か
。

A
（
総
務
課
長
）
大
学
生
等

に
つ
い
て
は
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
を
自
宅
宛
に
送
ら
せ
て
も

ら
い
、
家
族
を
通
じ
て
選
挙
に
つ

い
て
話
し
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
。

Q
　

平
成
29
年
に
、
軽
井
沢

銀
山
抗
跡
地
煙
突
調
査
業

務
委
託
に
基
づ
く
報
告
書
の
提
出

を
受
け
て
い
る
が
、
こ
れ
は
町
が

大
煙
突
の
管
理
方
針
を
た
て
る
た

め
実
施
さ
れ
た
専
門
的
な
調
査
。

こ
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
ど
の

よ
う
な
維
持
・
管
理
を
行
っ
て
い

く
の
か
、
町
の
方
針
を
伺
う
。

A
（
教
育
長
）
平
成
10
年
か

ら
煙
突
の
保
護
に
向
け
て

調
査
を
行
っ
た
。
調
査
結
果
と
し

て
、
レ
ン
ガ
が
非
常
に
水
を
吸
い

や
す
く
凍
結
に
よ
る
劣
化
が
激
し

い
た
め
、
断
熱
材
に
よ
る
凍
結
防

止
や
レ
ン
ガ
の
積
み
直
し
等
の
提

案
が
さ
れ
た
が
、
具
体
的
な
手
法

や
経
費
等
が
不
明
だ
っ
た
。
そ
の

た
め
、
平
成
29
年
度
に
再
調
査
を

行
い
、
複
数
の
案
と
概
算
費
用
が

提
示
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
を
も
と

に
、
各
手
法
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
や
費
用
を
考
慮
し
、
今
後

ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
か
庁
内
で

協
議
中
で
あ
る
。

Q
　

取
り
得
る
対
策
と
し
て

現
状
維
持
案
、
根
元
を
補

強
す
る
柱
脚
補
強
案
、
強
固
な
補

強
を
す
る
耐
震
補
強
案
、
そ
し
て

解
体
撤
去
案
が
あ
る
が
、
現
時
点

で
最
も
有
力
な
案
は
。

A
（
公
民
館
長
）
長
期
的
に

危
険
を
回
避
し
て
管
理
を

徹
底
す
る
の
は
、
か
な
り
ハ
ー
ド

ル
が
高
い
。
現
在
、
ど
の
案
に
す

る
か
決
め
か
ね
て
い
る
状
況
。

　
　

今
後
、
町
が
や
る
べ
き
こ
と

は
大
煙
突
と
そ
の
周
辺
を
整

備
し
、
地
域
の
宝
と
し
て
磨
い
て

発
信
し
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。
何
も
し
な
い
で
大
切

な
資
源
を
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
だ

け
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
、
早
急
な
判
断
を
。

要望

６番　小林　功議員

銀
山
煙
突
の
維
持
・
管
理
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一 般 質 問

○宅地分譲地について

○観光の振興について

宅
地
分
譲
地

Q
　

町
は
若
い
人
達
の
定
住

や
移
住
促
進
の
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
成
果
も
あ
り
、
下
原
地
区
の

分
譲
地
で
は
販
売
で
き
る
区
画
が

な
い
よ
う
な
状
態
。
新
し
い
分
譲

地
の
整
備
は
喫
緊
の
課
題
と
思
わ

れ
る
が
、
現
状
の
展
望
を
伺
う
。

A
（
町
長
）
桐
ヶ
丘
地
区
北

側
に
分
譲
地
及
び
道
路
を

計
画
し
検
討
し
た
が
、
勾
配
が
急

で
あ
る
こ
と
か
ら
新
た
に
計
画
地

区
を
選
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
と

判
断
し
た
。
新
た
な
計
画
地
区
の

選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
主
要
道
路

へ
の
ア
ク
セ
ス
、
水
道
等
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
、
住
環
境
を
視
野
に
入

れ
選
定
し
て
い
き
た
い
。

Q
　

分
譲
候
補
地
の
選
定
に

あ
た
っ
て
は
、
町
民
の
意

見
も
反
映
す
る
の
が
当
た
り
前
だ

と
思
う
。
選
定
方
法
に
つ
い
て
、

考
え
を
伺
う
。

A
（
建
設
課
長
）
町
だ
け
で

選
定
す
る
の
で
は
な
く
、

各
方
面
か
ら
情
報
を
も
ら
い
、
ま

た
町
で
も
情
報
を
収
集
し
な
が
ら

選
定
に
あ
た
っ
て
い
き
た
い
。

Q
　

今
後
の
観
光
振
興
の
た

め
３
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
柳
津
温
泉
ス
キ
ー
場
の
利
活
用

に
つ
い
て
は
、
花
見
山
や
花
を
植

栽
す
る
考
え
を
伺
っ
て
い
た
が
、

次
年
度
以
降
の
計
画
を
伺
う
。

②
観
光
協
会
の
事
務
局
長
の
不
在

は
、
事
務
的
に
考
え
て
ど
の
よ
う

に
判
断
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

次
年
度
の
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

③
町
民
セ
ン
タ
ー
の
今
後
に
つ
い

て
、
様
々
な
検
討
を
す
る
と
の
こ

と
だ
っ
た
が
、
現
状
を
伺
う
。

A
（
町
長
）
①
今
年
度
は
ス

キ
ー
場
に
あ
る
構
造
物
解

体
の
実
施
設
計
及
び
小
巻
上
立
石

線
の
一
部
改
良
に
伴
う
設
計
を
予

算
計
上
。
し
か
し
、
小
巻
共
有
管

理
会
よ
り
建
物
の
再
利
用
に
つ
い

て
話
が
あ
り
、
実
施
設
計
等
に
つ

い
て
は
賃
借
料
の
更
新
と
併
せ
て

話
し
合
い
を
進
め
、
来
年
度
に
実

施
設
計
、
再
来
年
度
解
体
、
そ
の

後
に
花
木
の
植
栽
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

②
現
在
の
観
光
協
会
は
、
職
員
１

名
、
臨
時
職
員
１
名
で
事
務
を
行

っ
て
い
る
が
、
新
た
な
事
務
局
を

雇
い
入
れ
る
の
は
困
難
な
状
況
で

あ
り
、
観
光
協
会
主
催
の
イ
ベ
ン

ト
や
丑
寅
ま
つ
り
の
準
備
な
ど
に

も
影
響
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

次
年
度
の
体
制
に
つ
い
て
は
、
観

光
協
会
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

③
庁
内
で
「
つ
き
み
が
丘
町
民
セ

ン
タ
ー
整
備
検
討
委
員
会
」
を
立

ち
上
げ
、
現
状
及
び
今
後
の
修
繕

の
見
込
み
や
、
建
設
場
所
、
建
物

の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
た

と
こ
ろ
。
今
後
、
検
討
委
員
会
で

の
内
容
を
整
理
さ
せ
、
そ
の
報
告

を
も
と
に
庁
議
に
お
い
て
方
向
性

を
決
定
し
て
い
き
た
い
。

Q
　

①
花
木
を
植
栽
す
る
考

え
だ
が
、
維
持
管
理
や
造

成
に
ど
の
く
ら
い
か
か
る
か
積
算

は
で
き
て
い
る
の
か
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
ま
だ

積
算
し
て
い
な
い
が
、
植

栽
で
あ
れ
ば
当
初
費
用
は
そ
れ
な

り
に
か
か
る
が
、
維
持
管
理
経
費

に
つ
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
い

と
考
え
て
い
る
。

Q
　

①
常
任
委
員
会
の
行
政

視
察
で
長
野
市
信
州
新
町

に
伺
い
、
め
ん
羊
に
よ
る
地
域
お

こ
し
を
視
察
し
て
き
た
。
ス
キ
ー

場
は
、
も
と
も
と
牧
場
。
元
に
戻

し
て
牛
や
羊
を
飼
育
す
る
ほ
う
が
、

町
に
ふ
さ
わ
し
い
の
で
は
。

A
（
町
長
）
町
に
ふ
さ
わ
し

い
姿
を
ど
ん
な
ふ
う
に
し

た
ら
よ
い
か
、
考
え
な
が
ら
前
に

進
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
今
の

提
案
に
つ
い
て
は
、
内
部
で
も
考

え
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
。

Q
　

③
第
一
回
の
検
討
委
員

会
で
は
、
ど
の
よ
う
な
意

見
交
換
が
さ
れ
た
の
か
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
町
民

セ
ン
タ
ー
の
現
状
及
び
今

後
の
修
繕
等
の
見
込
、
方
向
性
。

現
在
の
場
所
を
更
地
に
し
て
新
た

に
建
て
る
場
合
、
急
傾
斜
地
崩
壊

危
険
箇
所
の
た
め
、
建
設
事
務
所

と
協
議
が
必
要
だ
ろ
う
と
い
う
こ

と
で
、
そ
の
結
果
に
よ
っ
て
も
う

一
度
検
討
委
員
会
を
実
施
し
て
い

き
た
い
。

Q
　

③
民
間
、
町
民
の
意
見

が
反
映
さ
れ
な
い
の
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
が
、
不
安
と

し
て
残
る
。
意
見
の
吸
い
上
げ
は
、

ど
の
時
点
で
考
え
て
い
る
か
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
今
後

の
進
め
方
と
し
て
、
建
設

事
務
所
と
の
協
議
の
結
果
を
踏
ま

え
、
再
度
検
討
委
員
会
を
実
施
し

庁
議
に
か
け
、
そ
の
後
に
町
民
ア

ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
実
施
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
。
そ
の
後
に
つ

い
て
は
建
設
委
員
会
の
よ
う
な
も

の
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
内
容
に
つ

い
て
も
説
明
を
し
て
い
き
た
い
。

観
光
の
振
興

８番　齋藤正志議員
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　10月11日に開場された、豊洲市場の青果棟を
視察してきました。新たに「日本の台所」とな
った豊洲市場は、全館閉鎖型低温施設で安全と
鮮度を保てる施設になり、プロ使用の厨房を備
え産地の試食宣伝等に使用できるテストキッチ
ン、商品を加工・小分け・包装を行える加工パ
ッケージ施設も整備されていました。
　また、市場では東日本大震災による福島県の
風評被害はまったくなく、自信をもって農作物
の出荷をしてほしいという話がありました。
　日本最大の市場の最新設備をいち早く視察することができ、とても参考となりました。

行 政 視 察

委
員
会
行
政
視
察

総務文教常任委員会

実施日：平成30年11月7日～8日
研修先：○東京都千代田区
　　　　　東京消防庁、丸の内消防署
　　　　○東京都江東区
　　　　　豊洲市場

地域における
防災力向上を！

11月7日 東京消防庁、丸の内消防署

11月8日 豊洲市場

　東京消防庁及び丸の内消防署において、防災の現状及び
火災・救助活動等について視察をしてきました。
　東京都の年間の火災件数は減少傾向にあるものの、4,000
件弱の火災が発生しており、住宅火災の出火原因としてコ
ンロによる火災がもっとも多いのは、過去10年間変化して
いないということでした。住宅火災に備え、住宅用火災報
知機の設置や初期消火における家庭用消火器の重要性につ
いて説明を聞き、町民の防災意識を高めていくことが必要
だと感じました。
　また、実際に119番通報に対応している災害救急情報セ
ンターや、ポンプ車や救急車等の車両、そして模擬出動訓
練も見学し、緊急時に即座に対応するため、事前の準備や
日頃の訓練の重要性を再確認しました。
　町においても、行政区において防災活動を実施している
地区もあるようですが、避難訓練や防災機器等の整備をよ
り進める必要があることを再確認できました。

東京都における
住宅火災の出火原因
（平成28年、1,497件）

1位　コンロ（366件）
2位　たばこ（255件）
3位　放火（150件）
4位　ストーブ（106件）
5位　ろうそく（41件）
　・
　・
　・
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　耕作放棄地が増えている中、「先祖から受け継いだ田んぼを守
りたい」という気持ちから始まった焼酎づくり。人気が高騰する
商品を生みだせたのは、酒造会社に勤務していた代表社員の知
識・信用・人脈のなせる技だとは思いますが、それだけではなく、
どんな困難にも明るく・楽しく・前向きに取り組む姿勢が大きく
影響していると感じました。常に住民目線で地域の課題に耳を傾
け、地域が元気になることを願う姿勢は、今後の町の行政のあり
方を深く考えさせられました。

行 政 視 察

産業厚生常任委員会

実施日：平成30年11月7日～8日
研修先：○長野県長野市
　　　　　信州新町支所
　　　　○南会津郡只見町
　　　　　合同会社ねっか　奥会津蒸留所

地域資源の
有効活用を！

11月7日

11月8日

長野市信州新町支所

合同会社ねっか　奥会津蒸留所

　長野市信州新町支所において、めん羊振興について視察をしてきました。
　昭和初期、羊毛用としてのめん羊飼育が始まり、消費者ニーズに合わせ
て肉用品種の飼育へと変化したそうです。出産頭数が少ないことやえさ代
の高騰など厳しい現状にあるようでしたが、今後は「信州サフォーク」の
地域ブランド化を確立し、他の特産品とのコラボレーションマーケティン
グによる、さらなる地域経済の活性化と産業振興の取り組みをおこなって
いくということでした。

農家軒数：9軒
※地域おこし協力隊

修了者2軒含む
飼育頭数：433頭
出荷数：年間約200頭

　また、平成29年度からは市有地での放牧をおこなっており、放牧地の賃貸料がなくなった上、農家のえ
さ代及び市の草刈り委託料の削減にもなっているそうです。
　健康志向の高まりでヘルシーなラム肉が注目されている今、旧柳津温泉スキー場の跡地利用として、生
産農家の確保や専門獣医の必要性など課題もあるが、一つの先進事例としてとても参考になる視察でした。

平成31年第1回定例会は、3月6日から15日開会の予定です。
初日は、町政に対し議員が一般質問を行います。
お気軽に傍聴においでください。

―次回定例会のお知らせー

西山支所、ふれあい館
でも傍聴できます！
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記後集編
　
江
戸
後
期
の
農
政
家
で
、
生
涯
に

約
六
百
村
も
の
復
興
を
成
し
遂
げ
た

と
い
わ
れ
る
二
宮
尊
徳
翁
は
、「
遠

き
を
謀
る
者
は
富
み
、
近
き
を
謀
る

者
は
貧
す
」
と
い
う
言
葉
を
遺
し
ま

し
た
。

　
現
在
の
社
会
を
見
る
と
、
こ
の
尊

い
遺
訓
と
は
正
反
対
に
、
い
ま
の
こ

と
、
目
の
前
の
こ
と
、
自
分
の
こ
と

ば
か
り
に
汲
々
と
し
て
い
て
行
き
詰

ま
り
を
き
た
し
て
い
る
の
だ
と
、
あ

る
作
家
が
嘆
い
て
い
ま
す
。

　
因
果
は
こ
の
世
の
道
理
で
す
が
、

現
実
に
は
行
動
（
因
）
の
結
果
（
果
）

が
す
ぐ
に
は
現
れ
な
い
こ
と
も
し
ば

し
ば
あ
り
、
む
し
ろ
結
果
が
約
束
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
こ
そ
大
事
な
こ
と

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
た
と
え
果
は
約
束
さ
れ
て
い
な
く

て
も
、
そ
れ
が
よ
い
こ
と
で
あ
る
な

ら
信
念
を
持
っ
て
続
け
て
い
く
。
こ

の
行
い
が
世
の
中
の
た
め
に
な
る
と

い
う
志
を
持
っ
て
果
敢
に
挑
戦
し
て

い
く
人
が
こ
の
日
本
に
増
え
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
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グローバルピッグファーム㈱柳津農場を視察

赤べこ議会を開催しました！

11月19日の全員協議会終了後、平成30年６月に持寄地区にオープンした、「グローバルピッグファーム
㈱柳津農場」の視察を行いました。養豚の大手で「和豚もちぶた」を生産・販売している会社であり、柳
津農場は体重25㎏から120㎏まで肥育する専用農場ということで、約18ヘクタールの広大な土地に肥育舎
や堆肥舎等の建設が始まっていました。最新技術が導入されており、衛生面や周辺環境への影響などに配
慮された施設となっていました。

平成30年第4回定例会は、『赤べこ発祥の地　柳津町』を
ＰＲするため、出席者全員が真っ赤な法被を身にまとい、議
会に臨みました。

町議会も赤べこ
のように、一歩ず
つ着実に町民の幸
せのために前進し
ていきたいと思い
ます。

豚舎から外部に出ることなく、自動で堆肥が運ばれる。 餌や水、空調管理は自動。大きい肥育舎で、1,500頭を収容。

○堆肥舎 ○肥育舎

議会録画映像のお知らせ
　第４回定例会の一般質問は、町のホーム
ページで閲覧することができます。
柳津町

ホームページ
柳津町議会 議会録画映像

スマホやタブレット端末からも、
見ることができます！

「議会の傍聴になかなか行けない」、「パソ
コンで録画映像を見ている時間がない」と
いう方は、お手元の端末からご覧ください。

各議員の

一般質問が

見られます。


